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ARIBの動き

第27回通常総会を開催

２月２７日、ホテルニューオータニにおいて第２７回通常総会を開催し、平成２
１年度の事業計画及び収支予算等について審議し、事務局提案のとおり議決して
終了しました。
会員の皆さまのご支援にお礼を申し上げますとともに、平成２１年度の事業の推
進に一層のご支援ご協力をお願い申し上げます。
第２７回通常総会において、議決された事項の概要は、次のとおりです。

Ⅰ 平成２１年度の事業計画及び収支予算について
次に示す平成２１年度の事業計画書及び収支予算書を議決しました。

１ 平成２１年度事業計画書

第１ 方針

通信・放送分野における電波の利用に関する、調査研究、研究開発、電波有
効利用試験研究事業、照会相談業務等のコンサルティング、情報提供業務、
普及啓発事業、電波利用システムの標準規格の策定、関連外国機関との連絡
及び特定周波数変更対策業務を積極的に推進する。
また、平成２０年１２月１日に公益法人制度改革３法が施行されたことに伴
い、新制度への移行のための準備を行う。



第27回通常総会の様子 西田会長

第２ 事業計画

１ 通信・放送分野における電波の利用に関する調査、研究及び開発
(1) 調査研究
第三世代移動通信システムの後継システム等の調査研究、デジタル放送の品
質評価法の調査研究、電磁環境の技術に関する調査研究等を始めとして、今
後の電波利用システムに関する技術動向、需要動向、標準方式等について、
広く内外にわたって調査研究を行うとともに、関係機関からの受託調査を行
う。
(2) 研究開発
デジタル放送システムの研究開発等を始めとして、電波の有効利用に関する
技術の研究開発を行うとともに、電波利用システムに対する需要動向等に基
づき新たな電波利用システムの研究開発を行う。
(3) 電波有効利用試験研究事業
関係機関からの委託に基づき次世代移動通信システムの周波数共用技術等の
電波のより効率的な利用に資するための技術に関する試験研究を行う。

２ 通信・放送分野における電波の利用に関するコンサルティング、普及啓発並
びに資料又は情報の収集及び提供
(1) コンサルティング
無線回線の使用可能周波数及び伝搬障害防止に係る照会相談業務等のコンサ
ルティングを実施するとともに、照会相談業務を行うための電子計算システ
ムについて、機器の整備、ソフトウェアの開発等を行う。
(2) 情報提供業務
電波の有効かつ適切な利用に寄与する無線局の周波数及び無線設備等に関す
る事項について、情報提供業務を行う。
(3) 普及啓発事業
デジタル放送技術等の国際普及活動を始め電波利用システムに関する国内外
における普及活動を行うとともに、電波の利用に関する行政方針、電波利用



システムに関する標準規格及び技術開発動向等に関する講演会等の開催、
ホームページによる標準規格等の情報の提供並びに機関誌・ニュース等の発
行を行う。
また、電波の有効利用に功績のあった個人又は団体の表彰を行う。

３ 通信・放送分野における電波利用システムの標準規格の策定
電波利用システムの研究開発等の成果に基づき、無線機器製造者、利用者等
の意向を十分に反映して、各種の電波利用システムの標準規格を策定する。

４ 通信・放送分野における電波の利用に関する関連外国機関との連絡、調整及
び協力
電波利用システムの調査研究、研究開発等に関する事項について、密接に関
連外国機関との連絡、調整及び協力を行う。

５ 特定周波数変更対策業務
地上テレビジョン放送のデジタル化を行うために必要な地上アナログテレビ
ジョン放送に係る特定周波数変更対策業務を実施する。

６ 特定周波数終了対策業務
特定周波数終了対策業務は、実施しない。



Ⅱ 補充役員の承認について
第２６回通常総会以降に書面表決による理事会において選任された補充役員４
名の承認を受けました。

役職 氏 名 現 職

理事 勝俣 恒久 東京電力株式会社 取締役会長 （田村滋美前理
事の後任）

理事 山田 隆持 株式会社NTTドコモ 代表取締役社長 （中村雅
夫前理事の後任）

理事 野副 州旦 富士通株式会社 代表取締役社長 （秋草直之前
理事の後任）

監事 小谷 進 パイオニア株式会社 代表取締役社長 （須藤民
彦前理事の後任）

(20.7.30選
任)
(20.7.30選
任)
(20.8.20選
任)

(20.12.16選
任)

Ⅲ 退任役員の退職慰労金に係る業績勘案率について
平成２０年７月２０日付けで退任した小林 哲前常務理事の平成２０年７月１
日から平成２０年７月２０日までの退職慰労金に係る業績勘案率が決定されま
した。

２　平成２１年度収支予算書



総務省からのお知らせ

２．５ＧＨｚ帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステムのうち
次世代ＰＨＳ方式の端末設備の技術基準等に関する意見募集

（平成２１年２月１７日総務省報道発表）

総務省では、２．５ＧＨｚ帯を使用する広帯域移動無線アクセスシステム（次
世代ＰＨＳ方式）について、電気通信事業法における端末設備の技術基準及び
試験方法の追加等を内容とする告示改正案を作成しました。

本改正案について、本日から平成２１年３月１９日（木）までの間、意見を募
集します。
1  意見募集対象

(1) 専用通信回線設備等端末の電気的条件及び光学的条件を定める件の一部改
正案

(2) 端末機器の技術基準適合認定等に関する試験方法を定める件の一部改正案
(3) 端末設備であって電波を使用するもののうち、利用者からの接続の請求を

拒めないものを定める件の一部改正案
2 意見公募の期限
平成２１年３月１９日（木）１７時必着（ただし、郵送については、平成２１
年３月１９日（木）付けの消印まで有効とします。）
詳細は、(http://www.soumu.go.jp/s-news/2009/090217_6.html)を参照してくださ
い。

編集後記

３月１３日の運行を最後に、ブルートレインの愛称で人気を呼んだ寝台特急
「はやぶさ」（東京－熊本）＆「富士」（東京－大分）が廃止されます。運転
最終日の６４０席のチケットは10秒で完売したようです。私が撮影に行った３
月２日は１７時前から東京駅の１０番ホームや新幹線の２０番ホームにはカメ
ラを持った人が集まり始め、１８時３分の発車時には１００人を超す撮影者で
した。最終日は、１０番ホームに５００人を超す鉄道ファンがつめかけるそう
です。 （H.K.）

http://www.soumu.go.jp/s-news/2009/090217_6.html
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